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『
守
護
國
界
章
』
に
お
け
る
唐
沙
門
法
寶
の
佛
性
論
-
眞
如
所
縁
縁
種
子
を
め
ぐ
る
論
諍
-
久
下
陞
古
鈔
本
『
一
乘
佛
性
權
實
論
』
に
つ
い
て
e
「大
開
業
寺
沙
門
法
寶
」
の
撰
號
を
有
す
る
『
一
乘
佛
性
權
實
論
』
三
卷
は
、
惠
谷
隆
戒
愽
士
が
金
澤
文
庫
所
藏
の
古
鈔
本
中
よ
り
發
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
げ
た
の
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
⇔
抽
出
の
箇
所
は
、
卷
中
「破
法
爾
五
章
第
七
」、
「四
破
西
方
釋
眞
如
所
縁
縁
種
子
」
の
前
牛
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
章
に
は
多
少
錯
簡
が
あ
る
も
の
の
如
く
、
ま
だ
全
章
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
⇔
各
頁
の
左
下
に
數
字
を
附
し
て
、
全
三
卷
通
卷
の
頁
數
を
示
し
た
。
は
じ
め
に
『
一
乘
佛
性
權
實
論
』
三
卷
が
同
じ
撰
者
に
よ
る
『
一
乘
佛
性
究
竟
論
』
六
卷
と
如
何
な
る
關
係
が
あ
る
か
ふ
ま
た
こ
の
兩
著
が
中
國
と
我
が
國
を
繋
ぐ
佛
性
論
諍
史
上
に
如
何
な
る
地
位
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
『法
寶
撰
大
般
涅
槃
經
疏
に
お
け
る
一
闡
提
『守
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思
想
凵
に
附
説
と
し
て
そ
の
大
略
を
逋
べ
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
傳
教
と
徳
一
の
佛
性
論
諍
の
上
で
眞
如
所
縁
縁
種
子
を
め
ぐ
っ
て
交
さ
れ
た
論
戰
に
、
法
寶
の
こ
の
著
作
が
如
何
に
關
っ
て
い
る
か
を
尋
ね
た
い
と
思
う
。
ま
た
こ
の
著
者
の
論
文
を
爼
上
に
載
せ
て
な
さ
れ
た
兩
者
の
應
酬
の
内
容
を
、
こ
れ
に
よ
っ
て
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
し
た
い
之
思
う
。
こ
の
主
題
臓
大
陸
の
論
諍
を
背
負
っ
た
我
が
國
の
佛
性
論
諍
の
系
譜
を
辿
る
上
の
道
標
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ω
ド
こ
の
主
題
に
り
い
て
は
既
に
拙
稿
『
守
護
國
界
章
と
一
乘
佛
性
權
實
論
と
に
お
け
る
眞
如
所
縁
縁
種
子
の
問
題
』
が
あ
る
。
し
か
し
瀧
れ
憶
、
紙
數
制
限
の
た
め
大
略
の
要
旨
を
述
べ
光
に
止
り
、
法
寶
の
論
文
の
章
句
を
掲
げ
て
、
討
論
對
決
の
兩
者
の
引
證
を
一
々
原
典
の
文
脈
と
樹
照
し
、
檢
討
し
つ
つ
進
め
る
べ
き
論
究
が
思
う
に
委
せ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
改
め
て
委
曲
を
盡
そ
う
と
試
み
た
次
第
で
あ
る
。
、
,
.
等
一
、
直
』
.
の
『
一
乘
佛
性
權
實
論
』
は
「
破
法
爾
五
章
第
歯
に
「
四
破
西
方
釋
眞
如
所
縁
縁
種
子
」
の
章
を
設
け
、
『瑜
伽
師
地
論
』
卷
第
蓋
十
二
の
「眞
如
所
縁
縁
種
子
」
に
對
す
る
西
方
兩
釋
、
難
陀
と
護
法
の
解
釋
を
示
し
、
そ
れ
を
破
斥
す
る
主
旨
の
論
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
れ
に
端
を
發
し
こ
れ
を
め
ぐ
ら
て
、
以
後
激
し
い
論
諍
が
繰
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
『瑜
伽
師
地
論
』
の
當
該
の
箇
所
に
は
、
・
㈲
「諸
出
世
間
法
從
二眞
如
所
縁
縁
種
子
一生
。」
と
あ
り
、
こ
れ
ば
、
出
世
間
法
、
,聖
道
の
正
因
を
匂
わ
す
章
句
で
あ
る
。
法
簧
は
こ
れ
を
佛
性
論
諍
の
中
に
投
じ
、
波
紋
の
飛
礫
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
以
後
こ
れ
が
論
戰
の
重
要
な
主
題
と
な
り
、
こ
の
語
を
如
何
に
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
イ
ン
ド
の
論
師
の
論
に
ま
で
遡
っ
て
問
題
ど
さ
れ
て
來
た
。
論
諍
は
一
乘
家
と
三
乘
家
と
の
封
決
で
あ
っ
た
が
た
め
、
三
乘
家
の
典
據
と
す
る
『
瑜
伽
師
地
論
』
『守
護
邇
界
章
脳
に
お
け
る
唐
沙
門
法
費
の
佛
性
論
一二
二
二
の
中
に
一
乘
家
が
踏
み
込
ん
で
來
た
と
こ
ろ
に
論
議
は
決
戰
の
漾
相
を
帶
び
N
白
熱
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
法
寶
は
五
姓
説
を
立
て
る
唯
識
學
派
の
所
依
と
す
る
論
典
中
の
章
句
を
逆
手
に
取
っ
て
三
乘
家
に
突
き
つ
け
、
そ
の
教
學
の
根
元
と
も
い
う
べ
き
イ
ン
ド
の
護
法
・
難
陀
の
二
大
論
師
の
解
釋
に
ま
で
遡
っ
て
批
到
し
、
眞
如
は
一
切
皆
有
の
種
子
な
り
と
い
う
獨
自
の
見
解
を
披
瀝
し
た
。
こ
れ
に
封
し
て
三
乘
家
で
は
、
眞
如
を
所
縁
縁
と
す
る
本
有
無
漏
種
子
こ
そ
聖
道
の
正
因
で
あ
り
、
眞
如
所
縁
縁
種
子
と
は
こ
の
謂
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
が
行
佛
性
で
あ
り
、
正
佛
性
で
あ
り
、
こ
の
有
無
不
定
に
よ
っ
て
五
姓
の
差
別
を
生
ず
る
の
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
『瑜
伽
師
地
論
』
の
同
一
の
文
を
根
據
と
し
つ
つ
、
兩
者
の
主
張
は
眞
向
か
ら
對
立
し
、
封
決
を
迫
る
。
こ
れ
が
海
を
渡
り
、
傳
敏
と
徳
一
の
間
に
再
び
論
戰
の
火
蓋
を
切
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
寶
を
源
流
と
し
た
眞
如
自
體
を
種
子
と
す
る
主
張
も
、
ま
た
そ
の
反
論
も
共
に
確
た
る
文
證
に
缺
け
、
決
め
手
が
な
く
、
應
酬
は
千
日
手
の
樣
相
を
呈
し
て
き
た
。
か
く
て
途
に
、
惠
心
は
『
一
乘
要
決
』
に
お
い
て
そ
の
決
著
を
示
す
に
至
る
。
從
來
、
眞
如
の
種
ヱ
」性
を
め
ぐ
る
論
戰
は
『瑜
伽
師
地
論
』
卷
第
五
十
二
に
の
み
固
著
㈲
し
て
い
た
が
、
惠
心
は
同
じ
『
瑜
伽
論
』
卷
第
八
十
に
よ
っ
て
「眞
如
種
性
眞
如
種
子
」
と
い
う
文
證
を
提
示
し
、
海
を
越
え
て
東
域
の
地
に
ま
で
飛
火
し
、
互
い
に
撃
攘
を
交
え
た
永
年
の
論
諍
に
絡
止
符
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。
㈲
「況
復
非
三
獨
眞
如
生
二出
世
法
殉
智
觀
レ彼
時
生
。
故
言
二所
縁
縁
↓
言
二種
ヱ・
一者
。
師
是
眞
如
。
或
眞
如
體
。
師
名
二種
子
ご
眞
如
の
體
そ
の
も
の
を
出
世
間
法
の
正
因
と
し
、
こ
れ
を
種
子
な
り
と
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
觀
智
も
ま
た
出
世
間
法
の
因
と
し
て
認
め
、
眞
如
は
相
分
と
な
り
、
所
縁
縁
た
り
得
る
と
し
て
兩
者
の
主
張
を
統
一
し
た
の
で
あ
る
。
「所
縁
縁
種
子
」
の
語
を
介
し
て
途
に
は
直
接
出
世
間
聖
道
の
種
子
に
眞
如
を
歸
結
さ
せ
た
上
、
一
方
觀
智
も
ま
た
種
子
た
る
を
否
定
し
な
い
と
こ
ろ
に
、
佛
性
論
の
歸
趨
に
.　
位
す
る
惠
心
の
立
場
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
眞
如
所
線
縁
種
子
を
め
ぐ
る
窪
論
評
の
系
譜
の
極
く
概
略
は
、
以
上
の
如
く
で
あ
り
、
こ
の
小
論
は
そ
の
發
端
の
部
分
驫
れ
る
も
の
で
あ
る
。
二
む
『守
護
國
界
章
』
卷
下
之
申
に
「救
員
如
所
縁
縁
種
子
章
第
四
凵
を
設
け
、
論
諍
の
内
容
が
敍
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
論
諍
は
初
唐
に
お
け
る
法
寶
對
慧
沼
の
論
諍
を
背
景
に
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
複
雜
微
妙
に
入
組
ん
で
い
る
。
ま
ず
徳
一
は
『
瑜
伽
師
地
論
』
卷
第
五
十
二
の
論
文
を
提
示
す
る
。
「
驫
食
者
日
。
瑜
伽
第
五
十
二
云
復
次
我
當
三略
説
二安
立
種
子
↓
云
何
略
説
二安
立
種
子
殉
謂
於
二阿
頼
耶
識
中
↓
一
切
諸
法
遍
計
自
性
妄
執
習
氣
。
是
名
二安
立
種
ヱ
あ
然
此
習
氣
是
實
物
有
。
是
世
俗
有
。
望
二彼
諸
法
一不
レ可
三定
読
二異
不
異
相
↓
獪
二如
眞
如
殉
印
此
亦
名
二遍
行
驫
重
↓
問
若
此
習
氣
。
攝
二
一
切
種
ヱ
あ
復
名
二遍
行
轟
重
一者
。
諸
出
世
間
法
。
從
二
何
種
子
一生
。
若
言
下
驫
重
自
性
種
子
爲
二
種
子
互
上。
不
レ應
二道
理
答
諸
出
世
間
法
。
從
二眞
如
所
縁
縁
種
子
盈
。
非
二彼
習
氣
積
集
種
子
所
星
。
問
若
非
二習
氣
種
子
所
星
者
。
何
因
縁
故
。
建
三
ユ
三
種
般
涅
槃
法
種
性
補
特
伽
羅
↓
及
建
二
立
不
般
涅
槃
法
種
性
補
特
伽
羅
殉
所
以
者
何
。
一
切
皆
有
二眞
如
所
縁
縁
一故
。
答
由
二有
障
無
障
差
別
一故
。
若
於
下通
二達
眞
如
所
縁
縁
一中
上。
有
二畢
竟
障
種
子
一者
。
建
立
爲
二不
般
涅
槃
法
補
特
伽
羅
↓
㈲
乃
至
廣
読
。」
と
こ
ろ
が
、
徳
一
の
こ
の
指
摘
は
本
を
正
せ
ば
法
寶
の
文
に
據
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
一
乘
佛
性
權
實
論
』
は
「瑜
伽
五
十
二
云
」
と
し
て
、
こ
の
文
中
、
「問
若
此
習
氣
。
攝
二
一
切
種
子
殉
復
名
二遍
行
驫
重
一者
。
諸
出
世
間
法
。
從
二何
種
子
一生
。
若
言
下驪
重
自
性
種
子
爲
二種
子
一生
上。
不
レ應
二道
理
ご
と
い
う
問
い
と
、
「答
諸
出
世
間
法
。
從
二眞
如
所
縁
縁
種
子
一生
。
非
二彼
習
氣
積
集
種
子
所
プ
生
。」
『守
護
國
界
章
』
に
お
け
る
唐
沙
門
法
費
の
佛
性
論
二
三
二
四
鋤
と
い
ケ
答
え
を
論
文
か
ら
引
用
し
、
次
い
で
「西
方
有
兩
釋
」
と
し
て
護
法
・
難
陀
の
説
を
擧
げ
、
更
に
第
二
の
問
答
に
移
っ
て
い
叔
。
こ
れ
が
法
寶
の
文
の
構
成
で
あ
る
。
二
徳
一
は
こ
の
法
寶
の
文
を
基
と
し
て
『
瑜
伽
論
』
の
本
文
を
檢
し
、
二
つ
の
問
答
を
一
括
し
て
こ
こ
に
竭
げ
た
の
で
あ
る
。
以
下
の
論
述
の
基
盤
を
敷
く
た
め
で
あ
ろ
う
。
問
題
の
起
點
は
こ
の
よ
う
に
法
寶
が
提
示
し
た
『瑜
伽
師
地
論
』
卷
第
五
十
二
の
出
世
間
法
に
っ
い
て
の
二
つ
の
問
答
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
諸
出
世
間
法
は
如
何
な
る
種
子
よ
り
生
ず
る
の
か
と
い
う
問
い
に
樹
し
て
、
そ
れ
は
眞
如
所
縁
縁
種
子
よ
り
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
習
氣
積
集
の
種
子
の
所
生
で
は
な
い
と
い
ケ
答
え
で
あ
る
。
驪
重
の
煩
惱
、
因
縁
に
よ
っ
て
成
立
す
る
依
他
起
の
自
性
を
種
子
と
し
て
生
ず
る
と
す
れ
ば
道
理
に
合
わ
な
い
、
こ
の
點
ば
ど
う
か
。
そ
れ
は
眞
如
所
縁
縁
種
子
よ
り
生
ず
る
の
で
あ
り
、
習
氣
作
用
の
積
重
ね
に
よ
る
種
子
の
所
産
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
第
二
ほ
、
眞
如
所
縁
縁
は
一
切
に
皆
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
ど
こ
ろ
が
如
何
な
る
因
縁
の
故
に
衆
生
に
三
種
般
涅
槃
法
種
性
も
し
く
は
不
般
涅
槃
法
種
性
の
差
別
、
つ
ま
り
五
姓
各
別
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
對
し
て
、
そ
れ
は
有
障
・
無
障
の
相
違
に
よ
る
。
特
に
不
般
涅
槃
法
の
補
特
伽
羅
、
つ
ま
り
無
性
有
情
と
い
う
の
は
、
眞
如
所
縁
縁
に
逋
逹
す
る
中
に
お
い
て
畢
竟
し
て
斷
ず
る
こ
と
を
得
な
い
障
の
種
子
が
あ
る
場
合
で
あ
る
と
の
答
え
で
あ
る
。
以
上
が
「
瑜
伽
第
五
十
二
」
の
聞
答
で
あ
る
。
徳
一
は
法
寶
の
所
論
に
對
す
る
駁
論
を
展
ず
る
に
先
だ
っ
て
、
法
寶
が
據
っ
た
「
瑜
伽
第
五
十
二
」
の
文
を
ま
ず
論
文
か
ら
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
竭
げ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
上
で
徳
一
は
法
寶
の
文
を
引
い
て
い
る
。
「有
二
古
人
繭會
二釋
此
文
一云
。
此
同
・
大
般
若
云
中眞
如
生
二諸
法
殉
眞
如
不
上レ生
。
西
方
有
二兩
釋
↓
一
護
法
等
云
。
此
是
縁
二眞
如
一智
。
ω
以
二眞
如
一爲
一所
縁
縁
一救
。
名
一眞
如
新
縁
線
種
子
一。
二
難
陀
等
云
。
是
澗
熏
習
種
子
。
礎
一佛
正
禮
智
一爲
ψ名
。
名
一眞
如
線
線
種
子
ご
洗
寶
は
こ
こ
で
護
法
と
難
陀
の
蘊
を
眞
如
所
縁
欝
子
に
3
て
署
是
示
し
斯
し
孤
る
.
帥
ち
靉
は
こ
れ
を
所
縁
た
る
眞
如
を
對
境
と
し
て
そ
れ
に
縁
ず
る
智
な
り
と
し
、
智
種
説
を
主
張
す
る
。
・こ
の
読
に
よ
れ
ば
眞
如
に
當
然
所
縁
縁
∴
智
種
は
そ
の
種
争
≧
な
る
.
難
陀
は
ひ
れ
を
聞
熏
習
の
種
子
と
し
、
佛
正
體
智
師
ち
弊
自
體
の
根
本
智
が
叡
流
出
す
る
觀
法
界
等
流
の
正
法
牽
浴
び
て
熏
起
す
る
種
子
で
あ
る
か
乾
ご
の
稱
あ
叺
と
す
る
。
眞
如
と
は
佛
分
正
體
で
あ
り
、・
所
縁
縁
つ
ま
り
眞
如
と
い
う
外
境
に
縁
ぜ
ら
れ
・
そ
れ
に
聞
熏
習
す
胤
種
子
が
眞
如
所
縁
縁
窟
子
で
あ
る
ど
い
う
の
で
あ
ぢ
心
そ
の
解
羅
に
多
少
分
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
兩
曹
土
へに
同
亠
の
基
盤
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
次
の
論
文
で
あ
る
。
ふ
「由
二有
障
無
障
差
別
一故
。
若
於
下通
二
達
眞
如
所
縁
縁
一中
上。
有
二畢
竟
障
種
子
一者
。
建
立
爲
二不
般
涅
槃
法
補
特
伽
羅
咽
」
以
上
が
法
寶
の
解
釋
で
あ
る
。
そ
れ
は
『成
唯
識
論
』
卷
第
二
に
據
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
依
據
の
要
所
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
.
「有
情
本
來
種
姓
差
別
。
不
レ
由
二無
漏
種
子
有
・
無
殉
但
依
二有
障
・
無
障
一建
立
。
如
二瑜
伽
説
↓
於
二眞
如
境
↓
若
有
二畢
竟
二
障
種
一
⑱
者
。
立
爲
二不
般
涅
槃
法
姓
ご
(難
陀
新
熏
義
)
「無
漏
種
微
隱
難
レ
知
。
故
約
二彼
障
一顯
二姓
差
別
幻
不
レ
爾
彼
障
有
二何
別
因
↓
而
有
二可
レ害
・
不
レ
可
レ害
者
↓
若
謂
。
法
爾
有
二此
障
別
殉
無
漏
法
種
寧
不
レ許
レ
然
。
若
本
全
無
二
無
漏
法
種
而
則
諸
聖
道
永
不
レ得
レ
生
。
誰
當
能
害
三
一障
種
子
殉
而
読
三
依
レ障
立
二
種
姓
別
幻
の
既
彼
聖
道
必
無
一
生
義
↓
説
二當
可
7生
亦
定
非
レ理
。」
(護
法
合
生
義
凶
兩
師
の
論
旨
の
對
立
は
種
姓
差
剔
が
本
有
無
漏
種
子
の
有
無
に
よ
っ
て
生
ず
る
か
否
か
に
懸
っ
て
い
る
。
し
か
し
法
寶
は
兩
説
の
論
鋒
の
交
叉
に
は
眼
老
く
れ
ず
、
兩
者
が
共
通
し
て
、
實
は
障
種
に
依
っ
て
種
姓
の
別
を
建
立
し
て
い
る
そ
の
立
論
の
基
盤
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
-そ
れ
を
圖
に
よ
っ
て
略
解
す
れ
ぼ
衣
の
如
く
で
あ
る
。
『守
護
國
界
章
』
に
お
け
る
唐
沙
門
法
寳
の
佛
性
論
二
五
二
六
西
方
釋
眞
如
所
縁
縁
種
子
譱
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
兩
釋
共
に
眞
如
自
體
を
種
子
と
す
る
こ
な
く
、
眞
如
を
所
縁
縁
と
し
、
種
子
を
或
は
智
種
、
或
は
聞
熏
習
種
と
し
て
別
に
立
て
て
い
る
と
い
う
法
寳
の
指
摘
で
あ
る
。
三
次
に
『
守
護
國
界
章
』
に
お
け
る
徳
一
の
文
は
、
「論
云
」
と
し
て
再
び
「
瑜
伽
第
五
十
二
」
の
文
を
引
用
し
、
先
の
引
文
中
の
第
二
の
問
い
が
繰
返
し
竭
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
奇
妙
と
い
う
外
は
な
い
。
「論
云
。
間
若
非
二習
氣
積
集
之
種
子
所
7
生
者
。
何
因
縁
故
。
建
二立
三
種
般
涅
槃
法
補
特
伽
羅
⑩
及
建
二
立
不
般
浬
槃
法
補
特
伽
羅
殉
所
以
者
何
。
一
切
皆
有
皀
具
如
所
縁
縁
一故
。
準
二此
難
意
↓
若
出
世
聞
法
。
眞
如
所
縁
縁
生
者
。
眞
如
所
縁
縁
。
一
切
衆
生
等
皆
有
無
二
⑯
嬲
劣
↓
何
分
三
二
乘
性
及
有
無
性
殉
師
破
一護
法
難
陀
等
一云
。
不
ル可
彫説
三溟
如
所
縁
縁
一
切
皆
有
。
種
非
"二
切
眥
有
ご
當
初
の
私
見
で
は
、
こ
の
文
は
法
贊
の
論
文
を
要
約
し
再
編
し
た
徳
一
の
文
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
外
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
『
瑜
伽
論
』
の
論
文
に
次
い
で
行
文
中
に
「師
破
護
法
難
陀
等
云
」
の
句
が
あ
り
、
こ
れ
は
以
下
が
法
寶
の
文
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
徳
一
の
註
記
で
あ
る
と
い
う
推
定
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
『
瑜
伽
論
』
の
二
重
の
引
用
と
い
う
謎
は
こ
の
推
定
で
は
解
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
『權
實
論
』
に
接
す
る
に
及
ん
で
到
然
と
し
た
。
こ
の
文
は
す
べ
て
前
文
に
續
く
法
寶
の
文
で
あ
る
。
文
頭
の
「識
云
」
の
句
す
ら
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。
た
だ
「部
破
護
法
難
陀
等
云
」
の
み
が
挿
入
句
で
あ
る
。
徳
一
は
こ
の
句
以
外
に
は
手
を
加
え
て
い
な
い
。
故
に
『
瑜
伽
論
』
の
文
は
法
寶
の
引
用
で
あ
る
。
徳
一
は
初
め
に
「瑜
伽
第
五
十
二
云
」
と
し
て
原
曲
ハ
『
瑜
伽
師
地
論
』
よ
り
可
な
り
大
幅
に
引
用
し
て
竭
げ
、
次
い
で
「有
古
人
會
釋
此
文
云
」
と
こ
れ
を
め
ぐ
る
法
寳
の
所
論
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
己
の
論
を
展
開
す
る
地
盤
を
先
ず
敷
き
、
「
乃
至
廣
読
」
と
一
應
引
用
の
け
u
め
を
つ
け
、
そ
の
上
で
以
下
法
寶
の
論
文
の
引
用
を
續
け
た
の
で
あ
る
。
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
引
文
の
重
複
と
い
う
一
見
奇
妙
な
構
文
は
か
く
し
て
生
じ
た
。
つ
ま
り
法
寶
が
據
っ
た
原
典
よ
り
徳
一
が
引
用
し
た
も
の
と
、
法
寶
の
論
文
中
に
既
に
引
用
さ
れ
て
い
た
も
の
を
法
竇
の
文
と
共
に
そ
っ
く
り
徳
一
が
引
出
し
た
も
の
と
の
重
複
で
あ
る
。
こ
の
間
、
徳
一
の
所
見
は
全
然
介
入
し
て
い
な
い
。
挿
入
は
一
句
の
み
で
あ
る
。
徳
一
は
こ
こ
で
護
法
・
難
陀
の
兩
諡
を
一
括
し
て
破
す
る
法
寶
の
言
に
對
し
て
何
等
の
切
返
し
も
し
て
い
な
い
。
さ
て
、
『
瑜
伽
論
』
に
説
か
れ
た
第
二
の
問
い
に
對
す
る
法
寶
の
釋
は
、
「準
此
難
意
」
以
下
に
示
さ
れ
て
い
る
。
〈
出
世
間
法
の
生
ず
る
眞
如
所
縁
縁
は
一
切
衆
生
に
皆
有
し
、
補
特
伽
羅
に
よ
っ
て
優
劣
は
な
い
。
だ
と
す
れ
ぼ
、
何
故
に
三
乘
性
或
は
有
性
・
無
性
の
差
別
が
生
ず
る
の
か
。〉
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
本
文
を
掲
げ
、
か
く
そ
の
意
を
釋
し
、
こ
と
さ
ら
に
こ
れ
を
指
摘
し
た
意
圖
は
次
の
主
張
に
あ
る
。
『守
護
國
界
章
』
に
お
け
る
唐
沙
門
法
寳
の
佛
性
論
一一七
ご
八
、不
レ
可
レ論
三
眞
如
所
縁
縁
一
切
皆
有
α
種
非
二
一
切
皆
有
置
・
,
法
寶
は
護
法
と
難
陀
の
説
を
取
り
上
げ
、
こ
の
兩
釋
と
も
に
眞
如
所
縁
縁
種
子
を
解
し
て
眞
如
を
所
縁
縁
と
し
、
種
子
を
或
は
智
種
、
或
は
聞
熏
習
種
と
し
て
別
立
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
故
に
三
乘
相
宗
に
お
い
て
は
眞
如
所
縁
縁
と
種
子
と
を
分
ち
.
眞
如
所
縁
縁
は
一
切
皆
有
、
種
は
非
一
切
皆
有
、
前
者
は
無
勝
劣
で
あ
り
、
三
乘
或
は
有
無
の
性
を
分
た
ず
、
そ
れ
を
生
ず
る
の
は
後
者
で
あ
る
と
す
る
、
こ
の
読
に
首
肯
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
法
寶
の
主
張
は
眞
如
と
種
子
は
同
體
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
徳
一
は
法
寳
の
説
を
次
の
如
く
解
釋
し
紹
介
す
る
。
、
「
顯
ご此
破
意
鱒
以
二種
子
師
眞
如
所
縁
縁
鱒
則
眞
如
。
是
名
爲
二種
子
幻
非
レ
顯
下眞
如
與
二種
子
一有
申
別
體
上。
云
何
違
レ
論
而
云
天眞
如
㈲
所
縁
縁
。
是
一
切
有
情
等
有
。
而
本
有
無
漏
種
ヱ・。
唯
有
性
有
情
有
而
無
性
有
情
無
上。」
こ
こ
で
初
め
て
徳
一
の
言
が
出
さ
れ
て
い
る
。
徳
一
は
西
方
兩
釋
を
破
す
る
法
臠
の
意
圖
を
か
く
捉
え
る
。
こ
の
文
は
『
權
實
論
』
に
は
な
く
、
法
寶
の
意
を
汲
ん
だ
徳
一
の
釋
に
相
違
な
い
。
と
こ
ろ
で
注
目
す
べ
き
は
徳
一
は
法
寶
が
破
す
る
兩
釋
の
種
子
を
、
同
時
に
ま
た
そ
の
典
據
た
る
「瑜
伽
第
五
十
二
」
・の
眞
如
所
縁
縁
種
子
を
も
「本
有
無
漏
種
子
」
と
解
し
て
い
る
ご
と
で
あ
る
。
rJ
S
,,a
は
『
瑜
伽
論
』
に
は
見
當
ら
な
い
。
『
成
唯
識
論
』
に
よ
る
法
相
宗
の
通
念
で
あ
る
。
し
か
も
護
法
の
合
成
義
の
立
場
に
立
っ
て
お
り
介
『
成
唯
識
論
』
の
次
の
如
き
論
文
に
據
っ
て
い
る
。
-
「本
來
自
性
清
淨
浬
槃
。
謂
一
切
法
相
眞
如
理
。
雖
レ有
二客
染
一而
本
性
淨
。
具
二無
數
量
微
妙
功
徳
鱒
無
レ
生
・
無
レ滅
湛
若
二
虚
空
↓
蒭
有
攀
簍
ハ恥
」
、
,
・
「眞
謂
眞
實
。
顯
レ
非
二虚
妄
弔
如
謂
如
常
。
表
レ
無
二變
易
鱒
謂
此
眞
實
。
於
二
一
切
位
一常
如
其
性
。
故
日
二眞
如
一。
師
是
湛
然
不
二虚
妄
㍉
"
、
耽
・
・
㌦
、
:
「有
無
漏
種
。
由
二轉
識
等
數
數
熏
發
殉
漸
漸
塘
縢
。
乃
至
究
竟
得
・成
・
佛
時
。
轉
二捨
本
來
雜
染
識
種
殉
轉
二得
始
起
清
淨
種
識
↓
任
二
〇9
持
一
切
功
徳
種
子
↓
由
二本
願
力
一盡
二未
來
際
↓
起
二諸
妙
用
一相
續
無
レ窮
。」
眞
如
の
「遍
一
切
有
情
卒
等
共
有
」
は
認
め
る
が
、
眞
如
は
湛
然
と
し
て
無
爲
で
あ
り
、
發
心
修
行
の
因
と
は
な
ら
な
い
。
か
く
て
正
因
と
し
て
立
て
ら
れ
た
の
が
無
漏
種
子
で
あ
り
、
こ
の
種
子
よ
り
す
れ
ば
翼
如
は
所
縁
縁
た
る
に
止
る
。
こ
の
理
念
に
立
っ
て
徳
一
は
法
寶
の
所
論
を
「本
有
無
漏
種
子
の
否
定
」
の
主
張
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を
傳
教
と
の
論
諍
の
爼
上
に
載
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
法
寶
の
文
を
引
用
す
る
。
「次
彼
自
釋
二成
破
意
一云
。
所
以
者
何
。
不
レ可
下答
家
以
三
一
切
有
二智
種
殉
答
申難
家
者
將
三
一
切
皆
有
二眞
如
一爲
参
難
。
今
推
二此
釋
ô
意
一ゆ
答
家
者
。
論
答
二由
有
障
無
障
差
別
故
一是
也
。
難
家
者
。
論
云
二所
以
者
何
。
一
切
皆
有
眞
如
所
縁
縁
故
一是
也
司
」
文
中
「所
以
者
何
」
以
下
「爲
難
」
ま
で
が
法
寳
の
言
で
あ
る
。
「今
推
此
釋
意
」
以
下
は
徳
一
の
附
註
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
法
簧
の
言
は
意
味
が
邁
じ
な
い
。
強
い
て
通
ぜ
ん
と
す
れ
ば
、
「不
可
答
家
以
一
切
有
智
種
」
の
「不
可
」
を
不
適
可
の
意
と
せ
ず
不
可
能
の
意
に
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
だ
と
す
れ
ば
、
〈
眞
如
所
縁
縁
は
一
切
皆
有
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
三
種
般
涅
槃
法
種
性
の
補
特
伽
羅
の
差
別
を
生
じ
、
不
般
涅
槃
法
種
性
の
補
特
伽
羅
を
成
立
せ
し
め
る
の
か
と
い
う
問
難
に
對
し
て
、
智
種
は
一
切
皆
有
な
る
が
故
に
こ
れ
で
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
有
障
.
無
障
に
よ
る
と
答
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
如
何
。〉
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
徳
一
が
こ
の
意
味
に
法
費
の
論
旨
を
歪
曲
し
た
と
假
定
す
れ
ば
、
次
の
彼
の
言
は
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑳
「
今
謂
不
レ爾
。
不
三善
推
二論
意
一。
横
破
二聖
人
論
問
答
意
ご
徳
一
は
法
寶
の
こ
の
言
を
『
瑜
伽
師
地
論
』
そ
の
も
の
に
對
す
渇
難
詰
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
一
乘
佛
性
權
實
論
』
を
檢
す
れ
ば
、
徳
一
の
引
用
に
は
誤
り
が
あ
る
。
法
寶
の
原
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
『守
護
國
界
章
』
に
お
け
る
唐
沙
門
法
寶
の
佛
性
論
二
九
三
〇
「准
二此
難
意
殉
若
出
世
間
法
眞
口
所
縁
生
。
眞
如
所
縁
縁
一
切
衆
生
丞
-等
皆
有
無
二其
勝
劣
↓
因
レ
何
分
二其
三
乘
種
性
及
有
無
性
殉
不
レ
可
レ
説
三眞
如
所
縁
縁
一
切
皆
有
。
種
非
一
一
切
皆
有
↓
所
以
者
何
。
不
レ可
下答
家
以
レ非
二
一
切
皆
有
亨
種
。
答
中難
家
將
三
一
切
皆
有
二眞
鋤
如
一
爲
若難
。
」
へ
「以
一
切
有
智
種
」
で
は
な
く
、
「以
非
一
切
皆
有
種
」
で
あ
る
。
法
寶
は
『
瑜
伽
師
地
論
』
を
難
じ
た
の
で
は
な
く
、
「非
一
切
皆
有
種
」
と
答
え
た
の
だ
と
解
し
て
は
、
『
瑜
伽
論
』
の
文
を
讃
み
違
っ
た
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
「
眞
如
所
縁
縁
一
切
皆
有
」
な
ら
ぼ
當
然
、
コ
切
皆
有
種
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
寶
が
「不
可
」
と
言
っ
距
の
は
『
瑜
伽
論
』
の
こ
の
論
文
自
體
で
は
な
く
、
そ
の
解
釋
で
あ
る
。
「眞
如
所
縁
縁
一
切
衆
生
夲
等
皆
有
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
般
・
不
般
め
差
別
が
生
ず
る
の
は
何
故
か
と
い
う
問
い
に
對
し
て
、
眞
如
所
縁
縁
は
一
切
皆
有
で
あ
る
が
智
種
は
非
一
切
皆
有
、
有
無
差
別
が
あ
る
と
い
う
答
え
だ
と
す
る
解
釋
が
「不
可
」
だ
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
唯
識
相
宗
で
は
、
『
瑜
伽
師
地
論
』
卷
第
五
十
二
の
文
、
「問
若
非
二習
氣
種
子
所
ワ
生
者
。
何
因
縁
故
。
建
二
立
三
種
般
涅
槃
法
種
性
差
別
補
特
伽
羅
而
及
建
二立
不
般
涅
槃
法
種
性
補
特
伽
羅
殉
所
以
者
何
。
一
切
皆
有
二眞
如
所
縁
縁
一故
。
答
由
二有
障
無
障
差
別
一故
。
若
於
下
通
二達
眞
如
所
縁
縁
一中
上。
有
二
畢
竟
障
種
子
一者
。
建
劉
立
爲
二不
般
涅
槃
法
種
性
補
特
伽
羅
一。
若
不
レ爾
者
。
建
立
爲
二般
涅
槃
法
種
性
補
特
伽
羅
出
(攝
決
擇
分
申
五
識
身
相
應
地
意
地
之
一q
こ
の
文
を
取
上
げ
、
般
・
不
般
の
種
性
差
別
、
有
無
不
同
の
因
を
有
障
・
無
障
の
差
別
の
側
か
ら
讃
取
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
『
成
唯
識
論
』
に
お
い
て
は
こ
の
次
第
を
次
の
如
く
逋
べ
て
い
る
。
難
陀
新
熏
義
に
つ
い
て
は
、
「有
惰
本
來
種
姓
差
別
。
不
レ
由
二無
漏
種
子
有
・
無
司
但
依
二
有
障
・
無
障
一建
立
。
如
二瑜
伽
説
↓
於
二眞
如
境
殉
若
有
二畢
竟
二
障
種
一
者
。
立
爲
二不
般
涅
槃
法
姓
↓
若
有
二畢
竟
所
知
障
種
一非
ゴ煩
惱
一者
。
一
分
立
爲
二聲
聞
種
姓
殉
一
分
立
爲
二獨
覺
種
姓
殉
若
無
二畢
竟
二
⑳
障
種
一者
。
師
立
レ彼
爲
二如
來
種
姓
鴫
故
知
本
來
種
姓
差
別
。
依
ウ障
建
立
。
非
二無
漏
種
℃」
、
と
述
べ
、
護
法
合
生
義
は
、
、
`
ト
「無
漏
性
者
非
所
斷
攝
。
與
二出
世
法
一正
爲
二因
縁
幻
此
正
因
縁
徹
隱
難
レ
了
。
有
寄
二轟
顯
勝
増
上
縁
鱒
方
便
読
爲
一出
世
心
種
叩
依
レ
障
建
二
立
種
姓
別
一者
。
意
顯
二無
漏
種
子
有
・
無
鱒
謂
若
全
無
二
無
漏
種
一者
。
彼
二
障
種
永
不
レ
可
レ害
。
印
立
レ彼
爲
二非
涅
槃
法
鱒
若
唯
有
三
一乘
無
漏
種
一者
。
彼
所
知
障
永
不
レ可
レ
害
。
一
分
立
爲
二聲
聞
種
姓
殉
一
分
立
爲
二獨
覺
種
姓
幻
若
亦
有
二佛
無
漏
種
一者
。
彼
二
障
種
倶
可
二永
害
℃
邸
立
レ
彼
爲
二如
來
種
姓
℃
故
由
二無
漏
種
子
有
・
無
殉
障
有
ご可
斷
・
不
可
斷
義
プ
然
無
漏
種
微
隱
難
レ
知
冶
故
約
二
㈲
彼
障
一顯
二姓
差
別
ご
と
述
べ
、
こ
れ
を
正
義
と
し
て
い
る
。
眞
如
凝
寂
湛
然
の
理
念
は
、
種
子
有
爲
の
觀
念
と
調
和
し
な
い
。
故
に
眞
如
を
種
子
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
出
世
間
法
の
因
は
眞
如
を
所
縁
縁
と
す
る
能
縁
の
智
種
で
あ
る
。
し
か
し
實
際
に
は
こ
れ
に
對
し
て
は
た
ら
く
畢
竟
障
、
煩
惱
・
所
知
二
障
の
種
子
の
有
無
如
何
が
種
姓
の
別
を
生
ず
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
智
種
と
障
種
を
竝
べ
て
擧
げ
、
そ
の
相
封
相
關
の
は
た
ら
き
の
内
に
こ
そ
佛
性
あ
り
と
す
る
。
畢
竟
障
種
子
の
有
無
が
無
漏
種
子
の
有
無
に
逆
に
封
應
す
る
。
こ
の
關
係
之
そ
、
「
微
隱
難
了
」
と
い
う
べ
く
、
か
く
て
種
姓
差
別
が
成
立
す
る
。
「瑜
伽
第
五
十
二
」
を
根
據
と
し
て
無
漏
種
子
を
立
て
般
.
不
般
の
差
別
の
法
を
定
義
づ
け
る
。
こ
れ
が
唯
識
法
相
の
立
場
で
あ
る
。
畢
竟
障
の
有
無
差
別
が
無
漏
種
子
の
有
無
に
徹
妙
に
繋
る
と
す
る
と
こ
ろ
に
教
學
傳
統
の
解
釋
が
あ
る
。
法
寶
が
「不
可
」
と
斷
じ
た
の
は
そ
の
解
釋
で
あ
る
。
論
文
自
體
で
は
な
い
。
〈
一
切
皆
有
眞
如
所
縁
縁
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
般
.
不
般
の
差
別
が
生
ず
る
の
は
何
故
か
〉
と
い
う
問
い
に
對
し
て
、
〈
眞
如
所
縁
縁
は
一
切
皆
有
で
あ
る
が
、
智
種
は
非
一
切
皆
有
、
有
無
差
別
あ
る
が
故
に
〉
と
い
う
答
だ
と
す
る
解
釋
を
「不
可
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
法
寶
は
以
下
に
述
べ
て
い
る
。
『守
護
國
界
章
』
に
お
け
る
唐
沙
門
法
寳
の
佛
性
論
一
二
.
三
二
し
か
し
、
徳
一
は
そ
の
文
を
採
録
し
て
い
な
い
。
徳
一
が
引
用
を
逸
し
た
文
は
、
『
一
乘
佛
性
權
實
論
』
に
よ
れ
ば
先
ず
衣
の
如
く
で
あ
る
。
㈱
「
瑜
伽
自
爲
二閥
答
↓
不
レ
可
レ言
下難
家
不
レ得
二答
意
一將
二眞
如
一爲
上難
。」
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
論
主
が
自
問
自
答
す
る
以
上
、
そ
の
間
に
答
意
が
問
意
と
食
違
い
を
生
ず
る
は
ず
は
な
い
。
問
い
の
主
張
は
眞
如
所
縁
縁
は
一
切
皆
有
、
そ
の
應
答
が
智
種
は
非
一
切
皆
有
の
故
に
と
す
れ
ば
、
こ
の
問
答
は
行
違
い
に
な
る
。
同
じ
論
主
か
ら
出
た
自
問
自
答
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
わ
け
が
な
い
。
こ
の
問
答
に
は
眞
如
は
智
種
で
あ
り
、
一
切
皆
有
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
既
に
前
提
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
上
で
設
け
ら
れ
た
問
い
で
あ
り
、
答
え
で
あ
る
。
こ
れ
が
法
寶
の
主
張
で
あ
ゐ
。
『
權
實
論
』
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
　
「
論
云
。
眞
如
所
縁
縁
一
切
皆
有
。
印
是
説
二智
一
切
皆
有
殉
因
レ
何
有
無
不
レ同
ひ」
そ
の
前
提
で
問
い
が
設
け
ら
れ
た
。
で
は
何
に
よ
っ
て
有
無
不
同
の
差
別
が
生
ず
る
の
か
と
い
う
の
が
聞
意
で
あ
る
と
、
法
費
は
言
う
。
『
權
實
論
』
は
語
を
繼
い
で
、
論
文
の
「由
有
障
無
障
差
別
故
」
を
次
の
如
く
釋
義
す
る
。
「
又
准
二此
難
意
殉
非
下縁
二眞
如
一智
及
聞
熏
習
種
上。
彼
兩
師
不
レ許
二此
二
種
子
一
切
皆
有
一與
レ
論
不
レ同
。
論
云
。
若
於
下
通
二逹
眞
如
所
縁
縁
一中
上。
有
二畢
竟
煩
惱
所
知
二
障
種
子
殉
建
立
爲
二不
般
涅
槃
法
種
性
殉
乃
至
若
不
レ爾
者
。
建
二
立
如
來
種
性
殉
准
二此
答
意
↓
許
三
み
一
切
皆
有
二眞
如
所
縁
縁
種
子
一故
。
約
レ
障
答
也
。
若
謂
下眞
如
所
縁
縁
雖
二
一
切
皆
有
一種
非
中
一
切
皆
有
上。
師
應
下約
二種
子
一答
灘
。」
こ
の
所
論
の
要
旨
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
論
主
の
自
問
自
答
の
基
底
に
あ
る
毛
の
は
、
護
法
の
智
種
読
或
は
難
陀
の
聞
熏
種
説
と
は
別
で
あ
る
。
西
方
兩
師
の
主
張
す
る
種
子
は
共
に
一
切
皆
有
で
は
な
い
。
論
文
の
主
旨
と
異
な
る
所
以
で
あ
る
。
か
く
兩
釋
を
破
斥
し
、
論
文
の
答
え
の
部
分
を
引
證
し
て
い
る
。
眞
如
所
縁
縁
種
孑
は
一
切
皆
有
で
あ
る
。
で
は
何
故
に
、
涅
槃
法
の
種
性
に
差
別
が
生
じ
る
の
か
・
そ
れ
が
問
意
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
そ
の
理
由
は
煩
惱
・
所
知
の
畢
竟
障
の
種
子
の
有
無
に
よ
っ
て
、
般
.
不
般
、
有
性
゜
無
性
の
差
別
が
生
ず
る
が
故
に
と
い
う
の
が
答
意
で
あ
る
。
こ
の
問
答
の
脈
絡
は
眞
如
所
縁
縁
種
子
が
一
切
皆
有
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
問
い
を
投
げ
、
そ
れ
を
受
け
て
、
實
は
と
障
の
邊
を
取
上
げ
て
答
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
も
し
唯
識
論
者
の
言
う
よ
う
に
眞
如
所
縁
縁
は
一
切
皆
有
、
そ
れ
を
縁
ず
る
種
は
非
一
切
皆
有
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
論
で
は
當
然
、
種
子
(智
種
)
を
め
ぐ
っ
て
應
答
が
な
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
問
答
は
能
通
達
の
種
子
の
側
か
ら
交
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
答
え
は
能
障
の
側
か
ら
發
せ
ら
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
・そ
の
理
由
は
能
通
達
の
智
は
眞
如
所
縁
縁
種
子
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
切
皆
有
な
る
が
故
に
論
外
の
問
題
だ
か
ら
あ
る
。
以
上
の
前
提
に
立
っ
て
、
論
は
能
障
の
主
題
に
轉
U
た
の
で
あ
る
。
以
上
は
徳
一
が
採
録
し
な
か
っ
た
法
寶
の
所
論
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
徳
一
は
法
寶
の
論
旨
を
、
た
だ
鋤ほ
「
A垂
此
釋
意
蓉
家
者
・
馨
二由
有
障
舞
差
別
故
寔
也
。
難
家
者
。
論
云
二所
以
者
何
。
蒭
皆
有
眞
如
所
縁
縁
故
寔
也
。
」
と
示
す
に
止
ま
り
、
右
の
如
き
法
寶
の
論
の
文
脈
、
換
言
す
れ
ば
『
瑜
伽
論
』
の
論
文
自
體
の
論
點
の
推
移
に
つ
い
て
の
法
寶
の
文
の
委
曲
に
は
何
等
觸
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
徳
一
の
意
圖
は
、
飽
く
ま
で
本
有
無
漏
種
子
を
傳
家
の
寶
刀
と
し
て
振
廻
す
に
あ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
「阿
頼
耶
識
中
有
漏
種
子
。
驫
顯
易
レ了
。
凡
聖
共
許
。
唯
無
漏
種
。
細
隱
難
レ
知
。
阿
頼
耶
識
。
爾
凡
聖
不
一共
許
殉
況
彼
識
中
有
二本
有
無
漏
種
子
殉
誰
得
二信
解
殉
故
本
論
主
。
先
擧
二
驫
顯
有
漏
髓
重
一發
レ端
。
縁
二往
覆
問
答
數
邁
徴
追
殉
方
後
顯
二
本
有
無
漏
種
子
殉
非
レ
㈹
欲
レ顯
二眞
如
所
縁
縁
こ
こ
れ
に
封
し
て
、
傳
教
は
次
の
如
く
決
擇
を
下
し
て
い
る
。
『守
護
國
界
章
』
に
お
け
る
唐
沙
門
法
費
の
佛
性
論
三
三
ニ
　
「若
障
可
斷
不
可
斷
由
二
智
種
一者
。
何
故
。
被
レ難
二智
種
殉
不
レ答
二有
無
弔
同
就
二障
種
可
斷
不
可
斷
一答
。
驫
食
者
・
未
レ
知
二寳
公
智
ゆ
種
一
切
有
能
縁
所
縁
意
崎
又
不
レ會
下捨
二智
種
一就
二障
種
一彌
勒
旨
上。
造
二反
質
難
幻
寳
公
未
然
塞
難
レ傾
。
驪
食
反
質
泉
不
レ
進
卵
」
右
の
斷
案
は
、
こ
の
論
諍
の
記
録
に
漏
れ
た
法
寳
の
論
文
を
直
接
踏
ま
え
る
と
に
よ
っ
て
の
み
、
初
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
徳
一
は
、
法
寶
が
眞
如
邸
智
種
と
す
る
主
張
を
聖
教
相
違
の
失
な
り
と
し
て
次
の
如
く
難
じ
て
い
る
。
「
瑜
伽
攝
論
云
。
無
常
法
爲
二種
ヱ
三
常
法
不
レ僞
ご種
子
一故
。
故
彼
論
云
。
一
刹
那
滅
者
。
生
已
無
間
印
滅
壌
爲
二
種
子
幻
無
レ
有
二常
住
　
法
。
得
7
成
二
種
子
弔
於
二
一
切
時
一
無
二
差
別
一
鄭
」
常
法
は
種
子
た
り
得
ず
と
は
『瑜
伽
師
地
論
』
に
諸
法
の
親
因
ど
し
て
の
種
子
に
七
種
の
相
を
規
定
す
る
内
、
そ
の
第
一
に
數
え
た
も
の
で
あ
る
。
お
「
又
建
立
因
有
二
七
種
相
鴨
謂
無
常
法
是
因
。
無
レ
有
三常
法
能
爲
二法
臨
」
種
子
刹
那
滅
と
は
、
こ
れ
を
受
け
て
『成
唯
識
論
』
に
種
子
は
六
種
の
條
件
を
具
備
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
擧
げ
た
内
の
第
一
に
、
種
子
は
刹
那
ご
と
に
生
滅
變
化
あ
り
、
も
し
そ
の
體
が
常
住
不
變
な
ら
ば
諸
法
生
滅
の
親
因
た
り
得
ず
と
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「種
子
義
靨
有
二
六
種
殉
一
刹
那
滅
。
謂
體
纔
レ生
無
間
必
滅
。
有
ご勝
功
力
一方
成
二種
子
弔
此
遮
二常
法
叩
常
無
一轉
變
一不
レ
可
レ読
レ
有
二
ゆ
能
生
用
一故
。」
か
く
傳
統
の
教
義
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
に
徳
一
が
據
っ
た
毛
の
は
法
寳
を
攻
撃
し
た
慧
沼
の
論
で
あ
る
。
『能
顯
中
邊
慧
日
論
』
に
眞
如
を
種
と
す
る
法
寶
の
読
を
四
過
あ
り
と
し
て
論
難
し
た
、
そ
の
第
二
聖
教
相
違
過
の
條
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
若
眞
如
爲
レ種
親
生
二出
世
間
法
弔
略
有
二
四
過
殉」
コ
一聖
敏
相
違
過
。
瑜
伽
攝
論
種
子
義
中
。
皆
云
齢一
一
刹
那
滅
一者
。
生
己
無
間
既
滅
壞
故
。
無
二
有
常
法
得
・成
二
種
子
4
於
二
一
切
時
一
　
.
無
二差
別
一故
。」
徳
一
は
慧
沼
の
論
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
攻
撃
の
矢
筈
に
番
え
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
法
寶
は
既
に
そ
の
應
答
に
當
る
も
の
を
『
權
實
論
』
の
中
に
用
意
し
て
い
る
。
こ
の
一
節
は
、
こ
の
著
作
の
す
べ
て
が
現
存
の
形
で
『
慧
日
論
』
の
前
に
當
初
か
ら
晒
さ
れ
て
い
た
と
す
る
見
解
に
疑
い
を
は
さ
む
資
を
提
供
す
る
も
の
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
次
の
如
き
文
で
あ
る
。
ー　
「若
以
レ違
二種
子
六
義
刹
那
滅
等
一故
。
不
レ得
レ名
レ
種
者
。
六
義
種
子
設
二其
客
性
℃
非
二
本
性
一也
。」
こ
こ
に
言
う
「
客
性
・
本
性
」
と
は
、
『
菩
薩
善
戒
經
』
に
よ
れ
ば
、
「云
何
名
レ性
。
性
有
三
一種
ゆ
一
者
本
性
。
二
者
客
性
。
言
二本
性
一者
。
陰
界
六
入
次
第
相
續
無
始
無
絡
法
性
自
爾
。
是
名
二本
性
鱒
.　
言
二客
性
一者
。
謂
所
二修
集
二
切
善
法
得
二菩
薩
一性
。
是
名
二客
法
幻」
と
示
さ
れ
・
こ
れ
に
據
っ
て
法
簧
は
本
性
を
ば
陰
界
六
入
の
有
爲
法
に
隨
縁
す
る
翼
如
法
性
、
つ
ま
り
眞
如
所
縁
縁
種
子
と
し
、
こ
れ
を
種
子
六
義
の
範
疇
に
は
入
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
慧
沼
に
よ
っ
て
辨
ぜ
ら
れ
る
法
相
教
學
は
、
こ
れ
を
陰
界
六
入
師
ち
本
識
中
に
あ
る
法
繭
本
有
無
漏
種
子
と
し
、
種
子
一
般
の
概
念
規
定
に
よ
る
六
義
の
下
に
隷
屬
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
有
爲
生
滅
の
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
て
こ
こ
に
無
始
無
絡
法
性
自
爾
の
理
念
に
抵
觸
す
る
。
眞
如
と
種
子
、
無
漏
と
種
ヱJ、
こ
の
相
剋
矛
盾
を
如
何
に
解
決
す
る
か
。
こ
れ
は
一
乘
家
に
も
三
乘
家
に
も
等
し
く
負
わ
さ
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
。
傳
教
は
冷
靜
に
こ
れ
を
捉
え
て
次
の
如
く
警
告
し
て
い
る
。
こ
れ
は
論
諍
の
渦
中
に
あ
る
も
の
の
言
で
は
な
い
。
『守
護
國
界
章
』
に
お
け
る
唐
沙
門
法
寳
の
佛
性
論
三
五
ヨ
ゐハ
習
公
。
如
意
蠢
子
.
未
三必
具
二
嚢
也
.
鑾
者
。
醸
三
乘
權
黎
立
肴
爲
華
蓄
公
・
據
三
乘
蓊
立
二嘉
種
量
若
得
レ
意
相
許
。
彼
此
有
レ
利
。
若
執
心
相
諍
。
彼
此
失
レ趨
。」
法
寶
に
端
を
發
す
逼
如
所
馨
攀
を
め
ぐ
る
佛
性
払響
の
系
譜
は
、
更
に
元
興
寺
沙
門
宗
撰
『
乘
佛
性
誉
論
』
(別
稱
・
棄
佛
性
嘉
抄
)
籌
通
じ
、
そ
し
て
更
に
惠
、心
の
『
棄
要
決
』
の
「眞
如
華
」
に
ま
で
至
ら
ね
ぼ
完
結
し
な
い
で
あ
ろ
う
四
己
の
小
論
は
そ
の
端
緒
に
觸
れ
た
に
魑
ぎ
な
く
、
今
後
稿
を
改
め
て
究
明
し
た
い
と
思
う
。
、
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費
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論
の塁
聽
藩
靉
購
叢
難
難
奪
鑓
喜
壽
記
念
會
編
『日
本
文
化
と
淨
土
敏
論
攷
』
所
載
)
參
照
。
㈲
こ
れ
は
卷
下
之
中
の
本
文
申
に
附
さ
れ
た
章
名
で
あ
り
、
卷
下
の
卷
頭
目
次
に
は
「
彈
驫
薯
謬
破
眞
如
所
馨
種
子
章
第
四
言
標
記
さ
れ
て
い
る
。
㈲
守
護
國
界
章
卷
下
之
中
、
傳
教
大
師
全
集
第
二
(づ
.
5
74
)
⑩
一
乘
佛
性
槽
實
論
卷
申
(邁
卷
P
㊤
り
-x-1
0
0
)
ω
守
護
國
界
章
卷
下
之
中
、
傳
教
大
鏨
集
第
1
1
(p
:5
7
4
～
α
)
本
文
に
つ
い
て
は
、
『
棄
要
決
』
が
「
寳
公
云
」
と
頭
記
し
・
「
究
立見
論
文
」
と
末
註
し
た
引
文
(卷
下
、
惠
心
僣
都
全
集
第
二
、
p
.
17
2
～
。
)
と
同
一
で
あ
る
た
め
、
初
め
『
一
乘
佛
性
究
竟
論
』
の
文
で
あ
ろ
う
と
推
定
は
し
た
が
そ
⑳
を
確
め
る
こ
と
ほ
で
き
な
か
っ
た
。
『
權
實
論
』
の
本
文
を
檢
す
る
に
及
ん
で
こ
こ
に
確
證
を
得
た
。
た
だ
し
、
「
此
同
大
般
若
云
眞
如
生
諸
法
。
眞
如
不
生
。」
の
一
文
は
『國
界
章
』
に
は
あ
り
な
が
ら
『
一
乘
要
決
』
に
も
『
權
實
論
』
に
も
な
い
。
常
盤
大
定
博
士
の
『
佛
性
の
研
究
』
に
は
法
寳
の
文
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
(同
書
、
p
.5
1
5
)
°
何
に
よ
っ
て
こ
れ
を
認
め
ら
れ
た
か
。
お
そ
ら
く
は
『
能
顯
中
邊
慧
日
論
』
で
あ
ろ
う
と
譽
つ
。
し
か
し
慧
沼
は
・」
の
文
を
「
故
知
答
家
以
眞
如
爲
馨
。
篆
印
云
不
得
有
無
不
同
。
故
聟
如
能
爲
種
生
・」
の
後
に
羃
て
お
り
(卷
第
二
、
大
正
大
蘿
卷
四
+
五
、
p
.
4
2
　
,
c
)
、
國
界
章
』
に
は
前
掲
の
如
く
「
西
方
有
兩
釋
」
の
前
に
記
さ
れ
て
い
る
・
『
究
竟
論
』
の
出
現
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
『
一
乘
要
決
』
卷
下
に
は
『
佛
性
論
』
卷
箜
の
「
一
壺
所
顯
嘉
」
に
據
っ
て
眞
如
の
體
縫
な
り
と
斷
じ
養
・
翼
賀
・
諸
功
徳
奢
。
如
・
上
法
爾
種
申
引
・
起
信
論
葺
如
生
一藷
法
著
。
如
・
大
磐
五
百
六
+
九
。
云
麌
如
雖
レ
生
二
諸
塗
而
眞
如
不
上レ
生
・」
の
挾
註
が
あ
る
(
惠
心
僣
都
全
集
第
二
、
や
嵩
◎。
)
。
『
究
竟
論
』
の
文
と
の
何
等
か
の
關
聯
が
豫
想
さ
れ
る
。
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